
特
集

　
市
内
で
生
産
さ
れ
る
多
く
の
特

産
品
の
中
か
ら
製
法
・
独
自
性
・

原
材
料
の
こ
だ
わ
り
・
味
等
厳
し

い
審
査
を
経
て
認
め
ら
れ
た
商
品

に
限
り
「
飛
騨
市
推
奨
特
産
品
」

と
し
て
の
認
定
を
受
け
る
と
と
も

に
認
定
マ
ー
ク
の
貼
付
が
認
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

■
ロ
ゴ
マ
ー
ク
に
つ
い
て

　
こ
の
ロ
ゴ
は
、
飛
騨
の
匠
の
技

術
で
あ
る
「
千
鳥
格
子
」
を
モ

チ
ー
フ
に
、
交
差
し
た
部
分
は
４

つ
の
町
の
位
置
関
係
を
表
し
、
飛

騨
市
を
代
表
す
る
特
産
品
で
あ
る

こ
と
を
伝
え
ま
す
。

　
そ
れ
ぞ
れ
の
色
は
、
山
、
土
、

木
、
水
を
表
し
、
北
ア
ル
プ
ス
の

豊
か
な
自
然
の
影
響
を
受
け
た
特

産
品
で
あ
る
こ
と
を
意
味
し
て
い

ま
す
。

■
今
後
の
展
開

　
推
奨
特
産
品
と
し
て
、
市
内
外

へ
の
Ｐ
Ｒ
、
販
促
を
進
め
て
い
き

ま
す
。
認
定
マ
ー
ク
や
の
ぼ
り
等

で
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
で
、
商
品

の
付
加
価
値
や
ブ
ラ
ン
ド
力
を
高

め
、
販
売
力
の
強
化
を
図
り
な
が

ら
、
以
下
の
事
業
を
展
開
す
る
予

定
で
す
。

・
川
島
パ
ー
キ
ン
グ
エ
リ
ア
で
の

物
産
展
出
展

・
大
阪
・
彩
都
や
ま
も
り
観
光
物

産
展

・
フ
ー
ド
セ
レ
ク
シ
ョ
ン
2
0
1
7

・
イ
オ
ン
物
産
展

・
葛
飾
区
産
業
フ
ェ
ア

・
金
山
総
合
駅 

観
光
物
産
展

・
そ
の
他
県
観
光
連
盟
と
の
連
携

に
よ
る
観
光
物
産
展
へ
の
参
加

推奨特産品の物販の様子

平成29年度平成28年度

■
飛
騨
市
推
奨
特
産
品
と
は

　
飛
騨
市
は
、
岐
阜
県
の
最
北

端
、
飛
騨
山
脈
（
北
ア
ル
プ
ス
）

の
支
脈
に
囲
ま
れ
て
い
ま
す
。
豊

か
な
自
然
が
残
り
、
緑
風
吹
き
抜

け
る
ブ
ナ
の
森
、
花
が
咲
き
乱
れ

る
高
原
や
湿
原
、
宮
川
や
高
原
川

な
ど
の
清
流
に
恵
ま
れ
た
自
然
豊

か
な
場
所
で
す
。

　
こ
の
よ
う
な
自
然
に
恵
ま
れ
た

土
地
で
、
市
な
ら
で
は
の
特
産
品

が
多
く
あ
り
ま
す
。
市
で
は
、
そ

ん
な
特
産
品
を
後
押
し
し
、
市
内

外
に
広
く
市
内
の
特
産
品
を
Ｐ
Ｒ

す
る
た
め
、「
飛
騨
市
推
奨
特
産
品
」

認
定
制
度
を
創
設
し
ま
し
た
。

申請数

１次審査通過

２次審査通過

平成28年度

32商品

22商品

10商品

平成29年度

11商品

11商品

５商品

２



■
認
定
ま
で
の
流
れ

　
認
定
の
審
査
は
外
部
有
識
者
５

名
の
審
査
員
に
よ
っ
て
行
わ
れ
、

２
次
審
査
ま
で
あ
り
ま
す
。

　
様
々
な
角
度
か
ら
商
品
を
分
析

し
、
実
際
に
試
食
等
を
行
い
な
が

ら
審
査
を
進
め
ま
す
。

　
審
査
を
通
過
し
選
ば
れ
た
商
品

は
、
認
定
式
で
認
定
証
が
手
渡
さ

れ
、
ロ
ゴ
マ
ー
ク
等
を
添
付
す
る

こ
と
が
認
め
ら
れ
ま
す
。
認
定
証

は
河
合
町
の
伝
統
工
芸
品
「
山
中

和
紙
」
で
作
成
し
て
い
ま
す
。

■
加
藤
委
員
長
よ
り

　
飛
騨
市
に
し
か
無
い
も
の
が
ど

ん
ど
ん
出
て
き
て
い
ま
す
。
来
年

以
降
も
飛
騨
市
ら
し
さ
の
あ
る
商

品
を
推
奨
特
産
品
の
審
査
に
出
し

て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

　
市
民
の
皆
さ
ん
に
と
っ
て
は
、

あ
り
ふ
れ
た
も
の
か
も
し
れ
ま
せ

ん
が
、
都
会
や
市
外
の
方
に
と
っ

て
価
値
の
あ
る
商
品
に
な
り
得
る

も
の
な
ど
、
ど
ん
ど
ん
掘
り
起
こ

し
て
い
き
た
い
で
す
。

　
今
後
は
イ
ベ
ン
ト
や
サ
ー
ビ
ス

な
ど
の
ソ
フ
ト
面
の
商
品
を
特
産

品
と
し
て
、
取
り
上
げ
る
の
も
面

白
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
よ
そ
と
は
違
う
、
こ
こ
に
し
か

な
い
＝
飛
騨
市
ら
し
さ
の
あ
る
商

品
を
Ｐ
Ｒ
で
き
る
様
、
今
後
も
市

と
連
携
し
て
仕
掛
け
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

平
成
29
年
度
審
査
員

委
員
長
　
：
加
藤
　
　
徹
（
岐
阜
県
名
産
販
売（
株
））

副
委
員
長
：
池
上
　
　
明
（
公
益
社
団
法
人
　
岐
阜
県
産
業
経
済
振
興
セ
ン
タ
ー
）

委
　
　
員
：
西
村
　
英
樹
（
高
山
信
用
金
庫
）

　
　
　
　
　
高
畠
　
三
富
（
飛
騨
信
用
組
合
）

　
　
　
　
　
稲
垣
　
和
昭
（（
株
）十
六
銀
行
）

申請

１次審査

２次審査

認定

・市内の生産者・事業所が商工課に申請します
・販売実績が３年以上の商品（特産品）であれば申請可能

・審査を通った商品が飛騨市推奨特産品として認定されます
・認定式で発表され、ロゴシールの貼り付けが認められます
・推奨特産品の認定有効期間は３年目の年度末まで

・申請者が審査員にプレゼン（15分）を行います
・試食・試飲、スライド等を使用し、商品の魅力をＰＲ

・審査員による書類審査を行います
・要件を満たしているかなどをチェックします

No. 認定商品名 認定事業者

1 味噌煎餅 （有）井之廣製菓舗

2 原酒　飛騨娘 720ml （有）大坪酒造店

3 飛騨納豆　国産大豆 60 （有）橋本商店

4 飛騨えごま油カプセル 古川町商工会

5 蓬莱　純米吟醸　家伝手造り （有）渡辺酒造店

6 ひめ竹 （株）飛騨ゆい

7 かやの実オイル （株）グリーンポケット飛騨

8 飛騨牛
新企画開発（株）
飛騨古川スペランツァホテル

9 朴葉みそ　240 ｇ　袋入り 船津醤油（株）

10 いわなぼっか煮 （有）さわ

1 飛騨産ハサ干し　こしひかり クオリティ飛騨

2 白真弓 純米大吟醸 誉 （有）蒲酒造場

3 飛騨かわい　山うど醤油漬 （株）飛騨ゆい

4 手焼きもなかアイス （有）牧成舎

5 奥飛騨山之村 寒干し大根 すずしろグループ

成
平

28

度
年

成
平

29

度
年

３ 2017年８月号

題
ろいろい

話のちま

22

神岡中学校で家庭教育学級講演会
７月12日（水）　神岡中学校

ＳＮＳは正しく安全に

大型重機を見学する参加者

ＧＳＡで神岡鉱山や宇宙物理学を学ぶ
７月15日（土）・16日（日）　神岡鉱山

地下1000㍍で探検ツアー

　神岡鉱山の本物の坑道と「スーパーカミオカンデ」や「カム
ランド」などの最先端の宇宙物理学研究が行われている地
中を探検するイベントＧＳＡ（ジオスペースアドベンチャー）
２０１７が行われました。
　ＧＳＡには全国から抽選で選ばれた約８００人が参加しま
した。参加者はバスに乗り坑内に入り、中を歩きながら神岡
鉱山の歴史を学んだり、実際に使われていた大型重機やスー
パーカミオカンデの見学など地下1000㍍の探検ツアーを行
いました。温度が14度前後と肌寒いほどの異空間で、普段は
なかなかできない体験を楽しみました。

講演を行う北川氏

　神岡中学校で家庭教育学級講演会が開かれ、同校の１～
３年生生徒164人とその保護者らが参加しました。
　ＫＤＤＩスマホ携帯安全教室の認定講師の北川浩美さん
を講師に招き、「ケータイ安全・安心研修会」と題したＳＮＳ
に関する講演が行われました。
　講演の後には、各クラスに分かれて親子交流会が行われ、
講演で聞いた事や学んだ注意点などを確認し、「我が家の
ルールづくり」のきっかけとして話し合いを行いました。
　北川さんは「トラブルに巻き込まれないよう、家族とルー
ルを決めて、正しく使いましょう」と話していました。

まごころよしさんが古川地区の買い物を支援
７月13日（木）　市役所駐車場

移動スーパー２台目を導入

「まごころよしさん」と並ぶ坂本さんと都竹市長

　神岡町で買い物弱者対策支援事業として移動スーパー事
業を展開している坂本良威さんが市役所を訪れ、移動スー
パー２台目導入のお披露目を行いました。
　坂本さんは、移動スーパー「まごころけいちゃん」を行って
いる坂本圭祐さんの兄で、故郷のために何かできることが無
いかと東京から戻り、８月21日から古川地区での移動販売を
始めます。
　坂本さんは「古川地区の買い物の不自由な方のためにも少
しでも貢献したい。慣れてきたらエリアを拡大したい」と意気
込みを話していました。

学芸員の説明を聞く参加者

江馬氏館跡庭園で説明会
７月15日（土）　江馬氏館跡公園

県内初の国史跡・名勝の二重指定を目指して

　国名勝に指定される見込みとなった江馬氏館跡庭園で、
市の学芸員による説明会・ギャラリートークが行われまし
た。
　説明会は午前・午後の２回行われ、市内外から多くの方が
参加しました。学芸員は江馬氏の歴史や庭園の魅力・価値、
名勝指定などについて説明しました。説明の後には、質疑応
答も行われ、歴史談義に花を咲かせました。
　江馬氏館跡庭園が国名勝に指定されると、市内で初（県
内で７件目）となります。また、史跡・名勝の二重指定は県内
で初となります。


